
鹿屋市下水道事業経営戦略

団 体 名 ; 鹿屋市

事 業 名 鹿屋市下水道事業
(公共下水道事業図農業集落排水事業)

策 定 日 : 令和 3 年 3 月

計 画 期 間 : 令和 3 年度 令和 12 年度

1. 事業一趨霊要

(1) 事業の現況

①施 設
圃 公共下水道事業

供 用 開 始 年 度 平成元年 3月供用開始 法適(全部適用.一部適用) 令和 2年 4月 1日
(供用開始後年数) (供用開始後33年) 非 適 の 区 分 全部適用

処理区域内人口密度 29.79人/ha(令和元年度末時点) 流域下水道等への 無し
(18,220人/611.62ha) 接 続 の 有 無

処 理 区 数 処理区 :1

処 理 場 数 処理場数 :1( 鹿屋市下水処理センター)

広域化励共同化・最適化 該当な し
実施状況*I

圏 農業集落排水事業

供 用 開 始 年 度 平成 8年 7月供用開始 法適(全部適用.一部適用) 令和 2年 4月 1日
(供用開始後年数) (供用開始後25年) 非 適 の 区 分 全部適用

処理区域内人口密度 16.20人/ha(令和元年度末時点) 流域下水道等への 無し
(794人/49ha) 接 続 の 有 無

処 理 区 数 処理区 :1

処 理 場 数 処理場数 :1( 鹿屋市百引地区環境センター)

広域化・共同化撞最適化 該当なし
実施状況*I

*1「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設 (定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを
含む)、広域化霊共同化を推進するための計画に基づき実施する施設の整備 (総務副大臣通知)、事務の一部を共同
して管理塗執行する場合 (料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等) を指す。
「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水醸集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的田社会的
条件に応じて最適なものを選択すること (処理区の統廃合を含む。)、③施設の統廃合 (処理区の統廃合を伴わな
い。 ) を指す。



②使 用 料

圏 公共下水道事業

公共下水道事業の料金体系は 基本料金に従量料金を加算した二部使用料制を
採用しています。

種 別 区 分 汚 水 量
基本料金 1か月につき 350 円

轍般家庭用使用料体 10話まで 60 円
系の概要 .考え方 10可を超え20nfまで 70 円

-般汚れ儒爵謝き姫鱒鰯豪 儀胃
50 を超えTOO耐ま 105円
100雨を超える分 no 円

業務用使用料体系 一般家庭用使用料体系と同じ
の概要 圏考え方

その他の使用料体系 公衆浴場 =基本料金 1か月につき 350円 従量料金 1司につき 10円
の概要 趨考 え方

条例上の使用料 *2 平成29年度 1,650 円 実質的な使用料 *3 平成29年度 1,939 円
( 2 0 nfあた り) 平成30年度 1,650 円 ( 2 0 nfあた り) 平成30年度 1,945 円
※過去3年度分を記載 令和元年度 ー,65o 円 ※過去3年度分を記載 令和元年度 ー,894 円

圃 農業集落排水事業

農業集落排水事業の料金体系は定額制であり、世帯割に人員割を加算した料金
一般家庭用使用料体 となります。
系の概要 園考え方 月額世帯割 1,500円

月額人員割 1人当たり 400円

業務施設の料金体系は、前年中の水道使用量による定額制となります。

罰撰用踏秀麗驚き!謎翻案蓬鰯雲ミ三瀦豊欝勇躍憲隆義雛関島納
業務施設D: 前年中の水道使用量が、300せ未満の業務施設 2,000円
業務施設E: 町内会公民館 1,000円

その他の使用料体系 一般家庭用使用料体系と同じ
の概要 隠考え方

条例上の使用料 *2 平成29年度 2,700 円 実質的な使用料 *3 平成29年度 2,253 円
( 2 0 nfあた り ) 平成30年度 2,700 円 ( 2 0 ボあた り) 平成30年度 3,077 円
※過去3年度分を記載 令和元年度 2,7oo 円 ※過去3年度分を記載 令和元年度 2,984 円

*2条例上の使用料とは、一般家庭における20FHあたりの使用料をいう。農業集落排水の人員割は3人で算出 (税抜
き)
*3実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に20話を乗じたもの (家庭用のみでなく業務
用を含む) をいう。 (税抜き)



③組 織

職 員 数

12 名 (業務課兼下水道課職員 2名含む)
<内訳>
損益勘定所属職員 7名
資本勘定所属職員 4名
会計年度任用職員 1名

事 業運 営組織

下水道課 :普及管理係園建設係

令和 2年 4月 1日から地方公営企業法を全部適用し、公共下水道事業及び農業
集落排水事業の会計が公営企業会計に移行したことに伴い、業務課財務係に配属
される職員及び業務課調整係の給与担当職員は、業務課及び下水道課の兼務とな
り経営の効率化、組織のスリム化を図った。

(2) 民間活力の活用等

民間活用の状況

ア 民間委託
(包括的民間委託を含む)

鹿屋市下水処理センター等包括的維持管理業務委託
(委託内容)
運営業務、運転操作監視業務、保守点検業務、
簡易修繕業務、環境計測業務、物品調達管理業務
施設管理業務ほか

百引地区環境センター維持管理委託業務
(委託内容)
各種施設設備機器の運転及び監視、記録、点検、
調整及び整備、軽易な修理造作、水質試験、
廃棄物の処分など

イ 指定管理者制度 該当なし

ウ PPP 閣P F I 該当なし

資産活用の状況

ア エネルギー利用
(下水熱鴎下水汚泥 E発電等 )
*4

該当なし

イ 土地曜施設等利用
(未利用土地霊施設の活用等)
*5

該当なし

*4「エネルギー利用」とは、下水汚泥・下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源 (資産を含む)を用いた収入増
につながる取組を指す。
*5「土地悶施設等利用」とは、土地・建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を
指す (単純な売却は除く)。



(3) 経営比較分析表を活用した現状分析
※直近の経営比較分析表 (「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について)( 公営企業三課室長通
知)」による経営比較分析表) を添付すること。

①経営比較分析表
別紙 1-1 、別紙 1ー 2 のとおり

②経営比較分析表を活用した現状分析
本市における、公共下水道事業及び農業集落排水事業の経営比較分析表は、それぞれ巻末の別紙
1‐1及び別紙 1‐2のとおりである。
図1‐1,図 1‐2は全国平均を100と置き換えた場合のレーダーチャー トであり、経営指標による比較
と現大分析は以下のとおりである。

<公共下水道事業>
○経費回収率及び水洗化率については、全国平均、類似団体平均を大きく下回っている。

・料金水準適正化の検討、公債費抑制のための起債事業の厳選、接続率向上の普及啓発活動の強化
などを実施し、他会計繰入金の依存度を下げる経営改善に向けた取り組みが必要である。
・令和 2年度から公営企業会計へ移行したことに伴い、財務諸表に基づき、経営状況や財務状態を
明確化にさせ、より効果的な経営分析を組織全体で検討する必要がある。

<農業集落排水事業>
○経費回収率も100%を維持し、他指標の数値も全国平均、類似団体平均と同等であり、概ね良好な
経営状況であるが、今後は人口減少により使用料の減収が予想される。

・より効率的な運営管理や、将来の事業のあり方についても検討する必要がある。
図 1‐1 経営指標の比較 (平成 30年度実績 :公共下水道事業 )

-- 鹿屋市
・類似団体平均
- -全国平均

企業債残高対
事業規模比率
150.00

・

●

汚水処理原価

図1‐2 経営指標の比較 (平成30年度実績 :農業集落排水事業)

企業債残高対
事業規模比率
200.00

-- 鹿屋市
!*1類似団体平均
-- 全国平均

0.00

0.00



図2‐2 処理区域内人口予測 (農業集落排水)
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公共下水道事業は平成元年度から令和元年度までの行政人口、処理区域面積、汚水管延長を
変数として、農業集落排水事業は平成14年度から令和元年度までの行政人口を変数として回帰
分析による推計を行った。
本市の行政人口は減少が予測されるが、事業計画に基づき整備を進めた場合、処理区域内人
口は、概ね横ばいで推移する見込みである。

表 1 処理区域内人口の予測 (令和元年までは実績値、令和 2年度以降は推計値)
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込みである。
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2. 将来の事業環境



(3) 使用料収入の見通し

<公共下水道事業>
各年度の有収水量に令和元年度の使用料単価 (94.69円/語) を乗じた金額とする。

<農業集落排水事業>
農業集落排水施設使用料は定額のため、一般家庭及び業務施設を合わせた金額とする。
・一般家庭
【人員割 :(水洗化人口×400円)×12月】+ 【世帯割 :(水洗化件数×1,500円)×12月】
(水洗化件数はH22~RIまでの行政人口を変数とし回帰分析により算出)
【人員割 :(水洗化人口×400円)×12月】+ 【世帯割 :(水ヌ
(水洗化件数はH22~RIまでの行政人口を変数とし回帰分析{
・業務施設
令和 2年度の年間推計額 (2,088,000円) を固定値とする。

有収水量の増加により、使用料収入の見通しは微増が予測されるが、現在の経営形態では将
来にわたる住民サービスを確保することが困難となる懸念があるため、一般会計からの繰入金
の適正化に向け使用料の見直しを検討する必要がある。

表 3 使用料収入の見通し (令和元年までは実績値、令和 2年度以降は推計値)税抜き

年次 公共下水道 農業集落排水 合 計

H26

実
測
値

172,583 11,114 183,697
H27 179,526 10,835 190,361
H28 179,530 10,797 190,327
H29 183,185 10,817 194,002
H30 185,404 10,881 196,285
RI 182,445 10,549 192,994
R2

推
計
値

177,885 10,401 188,286
R3 179,794 10,313 190,107
R4 181,400 10,207 191,607
R5 183,018 10,101 193,119
R6 184,623 10,012 194,635
R7 186,228 9,905 196,133
R8 187,682 9,789 197,471
R9 189,136 9,674 198,810
RIO 190,590 9,558 200,148
RII 192,056 9,442 201,498
R12 193,510 9.327 202,837

百万円 図 4 料金収入の見通し
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(4) 施設の 通し

本市は令和元年度末現在、汚水管路施設146km(公下131km、農集15km)、終末処理場 2箇所、
マンホールポンプ場 7箇所 (公下3箇所、農集4箇所)を管理しています。これらの下水道施設を
適正に管理し、下水道サービスを安定的に提供していくためには、施設の延命化や改築更新費
の平準化による投資の合理化、適正化の取組が不可欠です。
また、供用開始から30年以上経過し、施設の更新時期を迎えていることから、令和 3年度に
策定するストックマネジメント計画に基づき点検・調査及び修繕・改築を実施し、施設の延命
化を図りながら破損等の発生を未然に防ぎ、コストの平準化及び削減を図っていきます。
面整備については、長期的に見ると人口減少が見込まれることから、今後整備する区域の見
直しを検討する必要がある。



(5) 組織の見通し

安定した下水道事業を継続して実施していくため、官民連携の推進など業務の効率化を図る
とともに、一定の職員数を確保・育成に努める。

表4 組織の見通し (人)

年次 技術職事務職 計
H26

実
測
値

5 7 12
5 7 12H27

H28 5 6 11
H29 5 6 11
H30 4 7 11
RI 4 8 12
R2 4 8 12
R3

推
計
値

4 8 12
R4 4 8 12
R5 4 8 12
R6 4 8 12
R7 4 8 12
R8 4 8 12
R9 4 8 12
RIO 4 8 12
RII 4 8 12
R12 4 8 12

人 図 5 組織の見通し
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O
H26 H28 H30 R2 R4 R6 R8 RIOR12

3. 経営の基本方針

鹿屋市下水道事業においては、公共水域の環境改善を推進するため、将来にわたって安定的
に事業を継続していく必要があり、未整備及び老朽化した下水道施設の整備・更新を進めると
ともに、財政健全化の取組みが求められています。

基本方針

・公共水域の環境改善のため、整備済み地域における水洗化の普
及啓発活動を強化し、水洗化率の向上に努めます。

策
国
{こ

下水道施設の老朽化対策
・下水道ストックマネジメント計画等を策定し、国の支援制度を
活用しながら、計画的に下水道施設の老朽化対策に努めます。

下フk道現ォi政のf建全ヨヒ

・定期的な使用料の見直しを行い適正な収入の確保を図るととも
に、区域見直しの検討や経費削減を図り、効率的な事業運営に努
めます。



4. 投資翌財政計画 (収支計画 )

(1) 投資獅財政計画 (収支計画 ) : 別紙 2-1 、別紙 2-2 のとおり
※ 赤字がある場合には (3) において、その解消方法が示されていることが必要

(2) 投資隆財政計画 (収支計画)⑩策定に当たっての説明
①収支計画のうち投資についての説明

目 標

圏面整備については、年間15億円程度で平準化を図りながら整備を進める。
囲汚水管路、処理場については、ス トックマネジメント計画に基づき、施設の修
繕図長寿命化を講じる。
囲雨水管渠については、鹿屋市総合雨水排水対策事業計画 (2期計画) に基づき
整備する。

<公共下水道事業>
ア)新設事業
(1) 面整備 (管路 鴎マンホールポンプ)
令和元年度末時点での整備面積は611.62ha、事業認可計画 (784.3ha) に対する整備率は
78.0%であり、これまでの実績等を踏まえて、令和12年度までに約14億円かけて整備する計画
である。

※整備する区域については、今後見直しを検討する。

(2) 処理場の新規整備 (増設工事)
現在の処理能力は、7,500耐/日で、晴天時日最大処理は、平成30年度の6,680ボ/日、平均は
5,459可/日である。今後面整備を計画とおり進めていくと汚水量が増加するため、 4池目の反
応タンクの機械、電気設備と脱水機械設備等が必要であり、令和 9年、令和10年を目途に約 8
億円程度かけて整備する計画である。
この場合の処理能力は、11,000司/日となる計画である。

※処理場の整備については、面整備に併せて、今後見直しを検討する。

(3) 雨水管渠の新規整備 (王子雨水第3枝線)
鹿屋市総合雨水排水対策事業計画 (2期計画) に基づき、令和 7年度までに約 3億 7千万円
かけて整備する計画である。

イ)改築事業
(1) 汚水管路 (管渠 墜マンホール )
適正な点検睡調査によって管路施設の状態を把握し、管路施設の不具合発生を未然に防止す
るため、令和12年度までに約 1億 4千万円かけて、管路の点検図調査及び改築を実施する予定
である。

(2) 処理場 (改築)
持続可能な処理施設を継続的に維持していくため、令和12年度までに約 7億 2千万円かけ
て、処理場の改築を実施する予定である。

※改築事業については、令和 3年度にストックマネジメント計画を策定する予定である。



表 5ー 1 ア) 新設事業 (単位 :画万円)税込み
　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　　 　

汚水管 諺 謁◎ 鯵◎ I5◎ 15◎ 15◎ 篤◎ 15◎ 15◎ 15◎ 14◎3面整備

雨水整備 94 櫛 樽 7◎ 71 375

表 5ー 2 イ)改築事業 (単位 ;百万円)税込み
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　　 　

汚水管路 66 ー,.5 ,ー寺 II.5 115 -1寺 --。5 225 225 22.5 1431改築等

処理場 ◎ -鰯 鯵3 1鱒 鯵3 103 ◎ ◎ -◎3 1◎3 721改築

<農業集落排水事業>
ア)維持管理
農業集落排水処理施設については、平成29年度~令和元年度に機能強化対策事業において機
械囲電気設備囲ポンプ類懲ブロワ類の修繕、更新などを実施しており、今後10年間は新設圃改
築 (投資)の必要はなく、経常的な維持管理費を計上する。

② 収支計画のうち財源についての説明

日 標 膜令和 9年度までに経費回収率100%を目指す。
随一般会計からの繰入金の適正化 (基準外繰入金の縮減) に取り組む。

1. 使用料

<公共下水道事業>
本市の下水道料金体系は、汚水処理費のうち維持管理費のみを使用料の算定基礎にしてお
り、また、供用開始以来、使用料の改定は行わず現在に至り、平成30年度の経費回収率につい
ては70.02%と類似団体平均及び全国平均を大きく下回り、不足分を一般会計からの繰入金に
依存している状況である。
公営企業は、料金収入をもって経営を行う独立採算制を基本原則としていることから、現在
の経営形態では、将来にわたる住民サービスを確保することが困難となる懸念があるため、一
般会計からの繰入金の適正化に向け使用料の見直しを検討する必要がある。
今回の経営戦略における、財政計画の使用料の数値については、これまで以上の経営の効率
化と経費削減を行い、一般会計繰入金との調整を図りながら、経費回収率を100%を目指すべ
き姿とした上で、農業集落排水事業、合併処理浄化槽利用者との経費負担の整合性も踏まえ、
令和 5年度から段階的な見直しを行なうものとして試算したものである。
具体的な使用料の見直しについては、令和 3年度以降に検討する。

税込み

目 的 区 分 H30年度実績 R12

効率性 経費回収率の向上 経費回収率 70.02% 100.00%

健全性 下水道財政の健全化 使用料単価 105.04円/ボ 150.0円/ボ

<農業集落排水事業>
計画期間内における、料金体系は現状のままとする。

2. 他会計補助金

他会計補助金については、総務省の繰出基準に基づき繰入額を算定するが、基本方針に掲げ
る財政健全化の実施を行ってもなお、不足する経費について一般会計からの繰入金でまかなう
ものとして試算したものである。

※本収支計画では、現金を伴う収支が均衡するように調整しているが、他会計補助金の額につ
いては、一般会計からの繰入金の適正化に向け、今後も財政部門との協議を進めながら検討す
る。



③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

項 目 推計の主な前提

職員給与費 鴎過去の実績を踏まえ、一定の水準で推移すると推計

減価償却費 鯛取得翌年度から償却を開始することとし、既存資産及び今後取得予定の資産に
ついて、耐用年数等に基づき、将来の減価償却予定額を算出して推計

長期前受金戻入
鴎減価償却費のうち.補助金等で取得した分の減価償却費を収益化するもので、
令和2年度予算額の減価償却費に占める補助金等で取得した額の割合を算出して
推計

支払利息 囲既存の企業債の支払利息に、今後発行予定の企業債の支払利息を加味して推計
図将来発行予定分は現在の発行条件を参考に利息の予定額を推計

企業債償還金 鴎既存企業債は、償還予定に基づき推計
困今後発行予定の企業債は、償還年数30年 (据置 5年)で元金償還額を推計

3 れ資 霊 政言画 支言画 に未反日の ,、や△‘検…予定の ,、の 要

(1) において、純損益 (法適用)又は実質収支 (法非適用)が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生し
ている場合には、赤字の解消に向けた取組の方向性、検討体制観スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に
係る目標値を記載すること。
*(1) において黒字の場合においても、投資図財政計画 (収支計画)に反映することができなかった検討中の取
組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。

① 今後の投資についての考え方図検討状況
* 処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

令和 2年度において、大隅地区の生活排水処理施設の整備や適
正な維持管理を推進するための協議等を行うほか、広域連携の取

広域化園共同化囲最適化 組の方策を検討し、公共用水域の水質保全と快適な生活環境の保
に関する事項 全に努めることを目的とする「大隅地区生活排水処理連携協議

会」を県及び 4市 5町 3組合で設立し、広域化図共同化計画につ
いて協議、検討を行っている。

公共下水道事業の面整備については、これまでの実績等を踏ま
投資の平準化に関する事項 えて年間1.5億円程度で平準化を図る。

処理場の改築については、令和 3年度に策定するストックマネ
ジメント計画に基づき平準化を図る。

民間活力の活用に関する事項 計画期間中に民間活力を活用 (ppp/pFI)する投資はありません。
(PPP/PFIなど)

麹国の補助事業の更なる活用を図る。
臨他の事業における工事と合併工事施工を行い、工期や費用の抑

その他の取組 制を図る。
図使用料収入が見込める未普及地域を優先的に整備し、使用料収
入の増収を図る。



② 今後の財源についての考え方図検討状況

使用料の見直しに関する事項

使用料の見直しに当たっては、経費回収率TOO%を目指すべき姿
とした上で、他自治体との比較 合併処理浄化槽との整合性や供
用開始時点の考え方を踏まえながら、国が使用料20ni当たり月額
3,000円を前提として財政措置を行っていることに留意しつつ、令
和 3年度以降に具体的な見直しを検討する。

資産活用による収入増加
の取組について

資産活用については、これまで太陽光発電の検討や消化ガス発
電の検討を行ったが、初期投資に見合わないことや、利益率がよ
くないとの判断で計画を見送っていますが、下水道事業における
保有資産を有効活用することにより、資産の効率的運用及び下水
道事業財政の健全化を図るため、財産の有効活用を今後も検討す
る。

その他の取組 国の補助事業の更なる活用を図る。

◎ 投資以外の経費についての考え方鵬検討状況

民間活力の活用に関する事項 鹿屋市下水処理センター等の維持管理業務を民間事業者に委託
し、民間事業者の創意工夫やノウハウの活用により効率的図効果

(包括的民間委託等の民間委託も 的に維持管理するため、引き続き包括的維持管理業務を実施す
指定管理者制度、PPP/PFIなど) る。

職員給与費に関する事項 事業継続に必要な人員について適正な人員配置臨給与制度とな
るよう努める。

動力費に関する事項 終末処理場の施設管理に係る包括的民間委託により経費削減に
努める。

薬品費に関する事項 終末処理場の施設管理に係る包括的民間委託により経費削減に
努める。

終末処理場の施設管理に係る包括的民間委託により経費削減に
修繕費に関する事項 努める。

今後策定するストックマネジメント計画に基づき、計画的な修
繕を検討する。

委託費に関する事項 終末処理場の施設管理に係る包括的民間委託により経費削減に
努める。

その他の取組 該当事項なし

5. 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

○この計画の実施状況については、毎年度のPDCAサイクルに基づき、適
宜、評価図検証を行いながら見直しを行う。

経営戦略の事後検証、
改定等に関する事項

○現段階で把握できていない詳細項目についても、この計画に基づく事業
の実施により計画の精度を高めていく。



経営比較分析表 (平成30年度決算)
鹿児島県 鹿屋市
業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報
法非適用 下水道事業 公共下水道 Ccl 非設置
資金不足比率(%) 自己資本構成比率(%) 普及率(%) 有収率(%) 1か月2om3当たり家庭料金(円)

該当数値なし 17.65 95.67 1,782

人口 (人) 面積 (km2) 人口密度 (人/km2)
103,665 448.15 231.32

処理区域内人口(人) 処理区域面積(kmう 処理区域内人口密度 (人/km2)
18,076 6.00 3,012.67

1‐経営の健全性 ・効率性

①収益的収支比率 (%) , - ②累積欠損金比率 (%) ③流動比率 (%) . ④企業債残高対事業規模比率 (%)
【682.781
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平均値 . , …平均値 ,平均値 , 平均値 1,136.50 1,118.56 1,111.31 966.33 768.62

⑤経費回収率(%) ⑥汚水処理原価(円) , ⑦施設利用率(%) ⑧水洗化率(%)
【100.911 【136.861
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2‐老朽化の状況

①有形固定資産減価償却率(%) r ②管渠老朽化率(%) ③管渠改善率(%)
【0.231
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日26 日27 日23 日29 h30
当該値
平均値

当該値 Q II

1. 経営の健全性 ・効率性について

①収益的収支比率…使用料の増加と地方債償還金の
減少により収支比率は96%程度であり、現状は地方
債償還金を使用料で賄えておらず一般会計からの繰
入金に依存度が高い状況である。財源の確保とし
て、水洗化率の向上に取り組むなど使用料の収入増
に努める必要がある。
④企業債残高対事業規模比率…類似団体、全国平均
を大きく下回っており、これは近年、建設改良費の
平準化を図り、借入金の抑制に努めたためである。
今後も、その年の地方債借入額がその年の償還額を
超えないように整備を図っていくことが必要であ
る。
⑤経費回収率…汚水処理費の抑制に努めており、ま
た、使用料収入も増加はしているものの微増である
ことから経費回収率は昨年とほぼ変わらない70%程
度に留まっている。類似団体・全国平均ともに下
回っていることから、適正な使用料について検討す
る必要がある。
⑥汚水処理原価…今後の接続率の状況により有収水
量を増加できるので、汚水処理原価の減少を図る為
にも接続率の向上に努める必要がある。また、汚水
処理原価を減少させることで、経費回収率の改善に
もつながる。
⑦施設利用率…類似団体・全国平均を上回っており
概ね良好と考えているが、今後の処理水量に見合っ
た施設整備を検討する必要がある。
⑧水洗化率…類似団体、全国平均を下回っており、
水洗化率向上のための普及啓発活動の強化が必要で
ある。

2. 老朽化の状況について

③管渠改善率…布設から30年以上経過した箇所もあ
り管渠の更新を計画的に進めているが、管渠状態も
良いことから管渠の更新は現状は行っていない。長
寿命化計画に基づき実施設計を行い、令和元年度以
降年次的に管渠の更新等に取り組む予定としてい
る。

全体総括
今まで、処理場の包括的民間委託や事業計画の見
直しを行うなど経営健全化に取り組んできたが、今
後さらに、料金水準適正化の検討、公債費抑制のた
めの起債事業の厳選、接続率向上の普及啓発活動の
強化などを実施し、他会計繰入金の依存度を下げる
経営改善に向けた取り組みが必要である。
また、健全・効率的な経営を目指すために、令和
2年度から地方公営企業法へ法適用を行い,公営企
業会計へ移行し、中長期的視点に立った経営戦略の
策定等を通じて、より効果的な経営分析を組織全体
で検討する必要がある。

※ … 用企 と・以団 区分力同じため、 示してい せん。
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ラフ凡例
■ 当該白戸本庄i 当該IE

- 類似団休平均値 ;平均値)

【】 平成30年度全国平均



経営比較分析表 (平成30年度決算)
鹿児島県 鹿屋市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報
法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置
資金不足比率(%) 自己資本構成比率(%) 普及率(%) 有収率(%) 1か月20m3当たり家庭料金(円)

該当数値なし 0.79 100.00 2,910

人口 (人) 面積 (km2) 人口密度 (人/km2)
103,665 448.15 231‐32

処理区域内人口(人) 処理区域面積 (km2) 処理区域内人口密度 (人/km2)
812 0-49 1,657-14

1‐経営の健全性 ・効率性

①収益的収支比率(%) ②累積欠損金比率(%) ③流動比率(%) ④企業債残高対事業規模比率(%)
【747.761

　 　 　 　　　 　 　 　 　　　　　

言…■■■ーー 開
該当数値なし 該当数値なし

　　 　 　 　 　
　
　　

′′′"′′"26"′"""′"r′"′′H27リ′"“"リ′“""H28"“""“"“"′′目29"""ーr“""′′“H3O"′""-′1 ;'
1当該値 98.84 1 99.95 103.26i l08.17~ 106.67 T I当該姪 , .′▼、‐ ,当該値 91.67 1 33.88 236,01 207.32 40,17
1平均値 . ・ ‐ 平均値 1,044.80 1,081.80 974.93 855.80 789.46

⑤経費回収率(%) ⑥汚水処理原価(円) . ⑦施設利用率(%) ⑧水洗化率(%)
【59 511 - 【261.461 , 【52.231 【85.821

1,2伽ルー山一---- ‐---- ‐---- 醐 …----醐 一二 - -

111,1==, 墨墨ほぼ暴,
…
=値 ,1i■ 景

1平均値 50.82 52.19 55.32 ・ 59.80 57.77 , 平均値 300.52 296.14 283.17 263.76 274.35 ,平均値 53.24 52.31 60.65 51,75 50.68 平均値 84.07 84.32 84,58 84,84 84.86
i
三 ‐

: ,
′… ′

. L .

2. 老朽化の状況

①有形固定資産減価償却率(%) ②管渠老朽化率(%) ③管渠改善率(%)
【0.021

i;--
当キ ー ,

一
-守当キ ー三 も輔 /＼一三

当該値 0,側
平均値 0.02

‐一二“=露粥班“;; 霊=憲三三粥二二;;" “-粥だ= 二二二"摘二‐欄= 二二二二摘一二,一二=" ニすこ,一二 一二‐二一二ルー…;;

※ 法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

1. 経営の健全性 ・効率性について

①収益的収支比率…100% を超えた比率ではある
が、地方債償還金を使用料で賄えておらず一般会計
からの繰入金に依存度が高い状況である。また今後
は人口減少に伴い使用料収入の大幅な増加が見込ま
れないことから経営の健全化策の検討が必要であ
る。
④企業債残高対象事業規模比率…平成8年度に農業
集落排水処理区域における施設整備及び面整備が完
了しているため減少傾向ではあるが、平成29年度か
ら令和元年度にかけて機能強化対策事業に取り組ん
でいるため今後の動向を注視し分析していく必要が
ある。
⑤経費回収率…類似団体、全国平均値を上回ってい
る状態であるが、今後は人口減少に伴い使用料収入
の大幅な増加が見込まれないため悪化が予測され
る。経営の健全化策の検討が必要である。
⑥汚水処理原価…類似団体、全国平均値を大きく下
回っていることから、おおむね良好な汚水処理がさ
れていると考えられるが、近年人口減少による有収
水量が減少しているため悪化が予測される。適切な
汚水維持管理費の管理に努める必要がある。
⑦施設利用率…処理区域内の人口は昨年度と比べる
と減少しており、今後も減少傾向で推移していくこ
とが見込まれている。併せて、有収水量も減少して
いくと考えられることから今後の人口動向に注視す
る必要がある。
⑧水洗化率…類似団体、全国平均値を上回っている
状態ではあり、高い水準ではあるが、使用料収入の
増加や有収水量の増加につながることから、今後も

2. 老朽化の状況について

③管渠改善率…管渠について、法定耐用年数が経過
しておらず管渠状態も良いことから管渠の更新は現
状は行っていない。計画的な更新を行っていきた
し、。

全体総括
処理区域内の人口減少により水洗化率は87.8%の
接続率と減少しており、今後は使用料収入の増加は
見込めない状況である。また、施設の老朽化対策等
の更新も補助事業を活用して令和元年度まで進めて
いく計画である。このため経営環境はより一層、厳
しくなることが予測されることから健全・効率的な
経営を目指すために、令和 2年度から地方公営企業
法へ法適用を行い、公営企業会計へ移行し、中長期
的視点に立った経営戦略の策定等を通じて、より効
果的な経営分析を組織全体で検討する必要がある。

※ … 用IE ・ E ・ 区 同じく 、 比'・の・以・ 平 示してい せん。
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別紙 2-I
　　橿餐選謝駿計画

に駿東計画)
様式第2号(法適用企業箱収益的収支)

公共下水道事業

(単位 平間,%)

一＼＼＼＼ミ
＼
度 令和元年度帯瞳年度区 分 (決算 )

〔糞 塞〕
令和3年度 舗 4年度 舗 畔 駿 令ヰPB年度 令和7年度 令牽PB年度 令ヰP9年度 舗 iQ犠 舗 1峰 蔑令ヰロー2年度

1 営 業 収 益 (A) 209780 2協2離 214248 264289 265843 296858 298537 330193 332196 334247 336234
収 (1) 料 金 収 入 176123 179794 181400 Z縦慧37 233972 265507 267580 299餅 4 301917 3◎47239 306542
(2) 受 託 工 事 収 益 (B)

収益 3)ぜ 業 外の 収 盤 ,登書籍i 寵愛蛋g 蕊慶 ぶ孝養 義母≧& 運遡 議運写≧ 誕彊 違繋駕 霊園 鎌巽
的 ") 補 助 金 465361 465959 468β32 422037 415524 393501 376064 338224 327誌00 32フア48 326219

H也 会 計 補 助 金 459婿 2 465959 467132 420537 4離鐙 4 384501 37嫌斜 33鯖鯉 32580◎ 326248 3欝2惨
収 1そ の 他 補 助 金 5889 1,500 1500 1500 9鰹節 姫鱒 1500 1500 1500 9000

益入選≧畢 期 前 霧 金 戻 盆 22匂 鰹噸 225響 翻す蔓 雛曜 22噸 224雫三 郷マ露 騨『墓 之そ喝 閣離
職 ゑ 酢 ‘ ー 鰐) ミー :-- …÷蜘艶聾遵灘ド 糠鰯鼻滋 - 麹鱒遍鱒 蜘 -鯵灘瀞雛

一 ー
隊鞭鰹ドー豊雌艇象」山 鏡鱗蓬嫌 逓鰹溝鷺業脚 - 園犠選鯛 - 簿擬遵鰯 -- 聾 1謝灘

lr 営
一 ー ー ー

業
ー 脚 .

費 用 744946 745989 761459 760046 750477 772646 755,559 749479 742479 7髄鰯 9 758199

的収 ")職 員 -墓給本与 霧 島憲 三臓 ≧喜憲 盗も;g関 数躍る 数8開 園る 盈憲 盃墨関 数憲 翠る
1退 職 給 付 費 6麓 5 6745 6745 6フ鱗 印 45 6コ45 6745 6745 6745 6745 6745

益の経 !そ の 聾 違憲 選書鷺 ,辱繋駕 誘爆警 ,琶能義 ,登電器g 誘発墓 詣鴛 ,琶雅義 誘発駕 篭;念墓
　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　 　　 　　　修 繕 ァ,963 8261 10ヰ61 16,661 10,161 10161

材 料 費

支 (の減 価そ償の却 醤 繋駕琶 繋駕琶 罵る≧g 繋駕 罵ろ努 繋:驚 きふき≧g 繋駕 繋違憲 露語琶 蟹享琵琶
支 2‐ 営 業 外 費 用 121コ10 92360 86,137 80,573 75269 70246 65,913 61586 58262 55126 51鰹節

出塁≧事 払の奉り 橿 琶繋駕 ;登る≦g 掻き3g曾繋ぎ琶 馳駆& 警醒琶著者≧琶ず繋駕ネ豊麗琶すみ;議 題≦琶
萱
一一 "▼- ー

出
…ーー ー

欝中 継 )
"一一“…"……▼ハ..・ーー,

総帥 灘
-
鱗執
縛欝▼Mmmm鞭

常
雄轟 ー="=r.鰯

鞍
嚢鯵 ミ 鞭鯵.糧

経 常 損 益 (C)-(D) (E) 32,798 66103 60,507 70,968 80β51 72,120 77743 82β62 83465 65,975 77443
特 別 利 益 (F) せ t i l l l l l l l
特 別 損 失 (G) 酸i95 曹 曾 f T f i l l l l

墓年〆撫制慕損(叉棲鍵撰※?(G)燭Hず )
△
爆晶尋 鋒奪,鰯 辱鰹灘 箸癖,鞭 鰍獅 7蕊轍 7霊園 綴瀞瀞 凋 聾擬 溺震

繰 越 利 益
=
泰『余
=
金 又 は 累 積 欠 損 金 ① 18艇 3 57,209 34746 43757 66β74 65β28 86,060 113184 164455

動 資 産 (J) 128449 145711 153,999 157,385 166048 182245 196912 217鱒50 2491402 縦フ55 327誌27
勝 ち 未 収 金 37樽61 37123 37123 37i23 37123 37,123 3ブ123 37,123 37,123 371 23 371 23

流 動 負 債 (K) 351,771 364372 363β67 369841 360428 361245 360250 348966 341896 331籍鑓 3215 95
1うち 建 設 改 良 費 分 313,609 322115 321,610 327584 318煽 す 318989 鋼 7993 306709 299鰯 9 289405 279338

勝 ち 一 時 借 入 金 33篇⑩
勝 ち 未 払 金 29β65 33,ブ60 33760 33760 鰯ァ60 33コ60 33760 33篇 0 33760 33捲 0

累 積 欠 損 金 比 率 ( 岱 海 Xmo)

豊方財政茎去施そテ令穿怖条第不1項i=よ迄算定し麺 (L)
営 業 収 益 - 受 託 工 事 収 益 (A) B) (M) 209780 213,214 214248 264之89 265843 296β58 298537 330,193 332,能6 334247 336234

地 方 財 政 法 に よ る ((L)/(M)×樽の
資 金 不 足 の 比 率

蟹全化 ;峯施行令の第 16条ネにより足算定嶺 (N)

雛金歯法可瀞書評登第6金条壕規糎ず畠(o)
隻全化法業施行令第ふ7条に繋 算定し嶺 (P) -

rlr 第祭条に足より響き L率 ((N)/(P一 嫡) , ,

位 平間,%

資

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、一定の条件で試算したものである。 蝿



別紙 Z-I
　　　　

様式第2号 (法適用企業尽資本的収支)

公共下水道事業
機資塊考戯計画
《収支計画》

(単位 手間)
＼＼年~＼
~＼
度 令和元年度 令和2年度

区 分 (決 算 )
〔鷲 塞〕

瀞隔年度 令廠 年度 令和5年度 瀞ロ6年度
1
令和7年度 令和8年庶 令純9年度 令和IQ年度 令泰P圃年度 帯圃癖 蔑

1 企 業 債 1498 00 1-1200 240之00 229700 2駿才Q0 230r700 204200 356200 353諦鰯 2離籍0醸 2鱗 f2Q⑩

塵うち資本費平準化債
資 2 他 会 計 出 資 金
資 3 他 会 計 補 助 金 憾 ooo 博 ooo 酸 818 首題48 前途48 師逓48 11β48 前鴛鰯 樽鷺犠 8F548 5マ懲◎
本 4 他 会 計 負 担 金
5. 他 会 計 借 入 金

本 的
字 騒
都
資
道
鰹
)
都鷹

82,31
き
6mo
『
111'50? 116'oo? 109'oo? 10950? 9or50『 242'50『 239'40『 83'30『 鱗ず鰯?

8 工 事 負 担 金

的
収 9 そ の 他 24誌75 -5953 15953 -5953 15953 15953 15r953 15惑溺 怖鱒溺 甑島53 15豊艶

計 M・ 一 (錫 M i. 露胃 ,嚢艇 -- ・議僻 ,す綿 キー-- …凝鰯 ,冬欄、、- -山一一幕難 ¥灘 憲一…--山一--.鶴滋 ¥鱒韮 ------謬豊熟鰯窯キー山一一 .--甥 霧瀞瀞搬

　　　　　　　　　　
収

純 計 (A) B) (C) 271921 209154 380472 373502 359502 368002 322502 626502 6鯵 3023 鯵 8鑓 鮒 2慧繕

資 1 建 設 改 良 費 縄 8824 243r359 406359 4帖燈謎 399859 402059 3鎚 3鰯 ◎667鰯 鰯 170鰯 繕 74鰯 鱗 1r3鰯

巨 ち 職 員 給 与 費 40149 40149 40149 40149 40149 40149 40149 401嫌 輯 14940149 4⑩14 9
本 2 企 業 債 償 還 金 297762 3総爵総 3221-5 321610 32ァ585 317β87 317167 315464 3050 鱒 霧 8F4鰯 鰯 8鱒鰯

支 的 3 他会計長期借入返還金
支 4 他 会 計 へ の 支 出金

が
そ
計
の
鰹箸 一 蹴 ,,, 瞬 ,,,. 鎚 翻 ,,, 曜 “蝿 聾 ,,, 鱗溌, 鰯臓 闘欝,, 騨 ,

資本的堰塞額都資本酸嚢歯楓三
- “
{撰}- -i 謬聾 鞭 鱒 鰯

.
灘 ,繍窯 鵠凋 鵬学 識岬 4護 識甑竃鰹

.
雛握謝 ヰ 鵠5騨 嚢 雛蝋 ?蝿. 離 籍嚢 窯慧ァ,機織

零足す為灘 (櫛)-樽)
補 11 損 益 勘 定 留 保 資 金 鰯 ,677 366057 311,ogl 28"97 2鎚簾 9 292106 2般鰯 8 292181 291776 292306 292鼻01

填
1雑
益
瀞 字 墾

処
≧穆

18F6Q3 84デブo7 145214 蜘 4 186,566 196,729 216,737 225,433 251'587 262'625 岬 75

源葺4‐そ の 警 墨:躍 鰯脚 』繁 鰯 , 墨 『 ぷ 書 鰯灘 遇 g 岬 一瞥 ぷ 餐
補 填 財 源 不 足 額 (E) F) △ 93r661 △ IQ2r949 △ 117,716 △ 105西 4 △ 124遜鰯 △ 138994 △ 1437371 △ 譲8122 △ 196癒嫌 △ Z30鱒31 △ 275遜鯛

他 会 計 借 入 金 残 高 (G)
　 　 　 　 　 　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　　

(単位 千間)0他会計繰入金
＼＼＼年＼＼

＼＼
度 令和元年度 令和2年度

区 分 (決算
費 篭〕

綱 3年度 舗 4年度 令和5年度 舗 6蛸 綱 ブ年度 嗣 8年度 舗 9鎌 舗 岬 震 令和11年度 令和12年震

収 益 的 収 支 分 493129 499379 499980 452β89 4458 騎 射 5進52 405521 367303 356079 3562 臨 終 6911

璽う ち 基 準 内 繰 入 金 327411 3-4479 32嫌 77 315278 297564 314180 289707 282789270048 281223 2679B8

1うち 墓 掌 外 繍 蕊 金 縦辱,7惨 離4馳駆 鱒辱,窯縄 鯵7,梯離 す聴き灘 倦も繭著瑳J 調鞭蝿 鱗鰐蝿 鱒聾離 郷灘鱒 箸鯛鰯
資 本 的 収 支 分 15,000 15,000 12818 目途48 11848 11β48 蘭越48 11β48 樽鷺48 8548 5780

睦 ち 基 準 内 繰 入 金 7932 10フ40 7818 6β48 6848 6ぉ48 6848 6β48 5848 3548 78⑩

1うち 墓 掌孫 繰 入 金 i 乱闘慕 4之縄 戦績欝 瀞蒋鱒 豊諺醐睡 辱灘鱗 辱鞘爆 風繭雛 滋蟻壌軸! 覇趣鱗 甑鰯瀞
計 5O8,129 514,379 512798 464737 457,743 427,7OO 417,369 379,151 366,927 3648 〇4 352,691

1う ち 基 準 内 繰 入 金 335343 325219 332495 322126 30解 離 321P28 296555 28鞭 37 27瀬 96 284771 26解 離

iうち 墓 掌 鼻 鎌 兎 金 1離籍轟 1艶,i繕 総噂謹癖謬, 蝿婚前 } 櫛裁縫筆 博識繍轍 離礁鰹縄 鯵鯛鼻 制駆掴 鱒鰯轟, 鱒灘鰯,E

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、唖定の条件で試算したものである。僑



別紙 2-2
　　機費選考駿計画

《収支計画》
様式第2号(法適用企業鰯収益的収支)

農業集落排水事業

(単位 千間,%)

　　　 　　
　　　
　 　　　　　　 　　　　　 　

区 分
(決算 )

〔養 塞〕
令和3年度 令糎 年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年慮 令奉ローo年度令ヰロー.年度瀞嗣2年度

1 . 営 業 収 益 (A) 10,533 10,315 10209 10,103 10鷺14 9,907 9,ァ鱈 9遍76 9560 9444 93 29
収 (1) 料 金 収 入 10,531 10313 10207 10,10l too12 9905 9789 9遍74 9558 9鱒42 9詳解

　　 　
　
　 　
　
　
　
　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　　　　 　 　　 　

的 (D 補 助 金 48誌54 43○00 43○00 43PO0 43○00 43000 36097 36燈70 鰯越70 縞鷺鎚 綿 068
1他 会 計 補 助 金 48鱒 4 43000 43000 43000 437000 43鷺00 総鱗 7 36迎70 3鯛 70 36069 36鰯 8

収 1そ の 他 補 助 金 蝿鷺鱒 蝿鷺鍋 蝿鷺鱒

　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　
溺 ,462 51,458 51,458

的収◎職 員 ,墓給 本与 墓 霊園 警醒X 1躍 竃呈露 1翻 警醒X i綴 曜茎 1園 警醒X I躍
1退 職 給 付 費 1047 104i i鱗 警 i041 1041 曹041 筆041 1β41 純増 曹041 鯖鋼

益の経 1そ の 篭 浸る靴 詠も鑓 調* 奇遇菱 霊場 最も雛 最も綴 喜綴 最も雛 偏るg萱曹豆撒
動 力 費 3,328 3328 3,328 3,328 3y328 3328 3328 3328 3328 3詳28 3r328

.支坪 ぞ》 誓 書 2懸 濁墓 2-三墓 2髭曇ー ;墓 2登;馨 覇 『 2豊;キ登;キ解誓
出さま些 塾di 薄 謝す鼻雲訪豪≧龍一11 - -1 一』※ ,一 瞬ゑ鰭
経 常 損 益 (C)-(D) (E) 14β78 13,907 離別 0 15,523 15,959 16,i25 9,241 9126 9,0IQ8894 8779

特 別 利 益 (F)

　　 　　
　
　
　
　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　 　　 　 　 　　　

当 年 窟 純 利 燕 ( 又 は 鍵 楓 条 ) M蝦 )竺Hゴー- --- 鱒織鴎 --…-毒霊園 7 14雛軸 謝風櫛雛

祭 越奉り益乗彰余 金 又 は資累 積 欠 損 霊 馨) 離 ・ , , 臓 ,9 " , ,館 ,鱒 666 125,o82 146,382 167騰
勝 ち 未 収 金 232 232 232 232 232 232 232 232 232 23223 2

動 負 債 (K ) 33,797 30,976 23985 誌 881 能β20 7,959 6687 6燈88 6688 6β89 6689
1うち 建 設 改 良 費 分 28,589 25,768 ‐18777 10,673 7鎚 2 2751 1479 1480 1480 1鱒81 1無 骨

1う ち 一 時 借 入 金 43 51 43瓢
勝 ち 未 払 金 4351 4351 4351 4途51 4351 4351 4誌51 4誌51 4351

累 積 欠 損 金 比 率 ( 赤 海 Xmo)

『 財政基去施そテ令の第15条第不1項に営 算定し蕪 (L)

営 業 収 益 一 受 託 工 事 収 益 (A)-(日) (M) 10,533 10,315 10209 10,IQ3 鵜飼 4 9,907 9,791 9籍76 9560 9444 9誌29

地 方 財 政 法 に よ る ((L)/(M) ×,oo)
資 金 不 足 の 比 率

警全化ラ塾施行令の第 16条不により足算定し蕪 (N)

羅全著法可施キず 登第6金条‘条規憲ず畠(o)

箸全化法業施行令朝 条に繁 算定嶺 (P)

健全化法第22条により算定した ((N)/(P)x,oo)
資 金 不 足 比 率

(単位 千間,%

資 金 不 足

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、一定の条件で試算したものである。 ,6



別紙 2- 燃
開観護投資圃財酸計画

《蝦義計画》
様式第2号 (法適用企業樹資本的収支)

農業集落排水事業
(単位 平間)

--＼ --ミ＼
----一
度 令稲元年度 令寒暖年度区 分 (決 算 )

〔轟 塞〕
令栂 年度 嗣 4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令泰PB年度 令和9年度 令和.◎年度 令和1峰 駿 令獅 癖 鹿

1 企 業 債
嚢うち資本費平準化憤

資 2 他 会 計 出 資 金
資 3 他 会 計 補 助 金
本 4 他 会 計 負 担 金
5 他 会 計 借 入 金

本 的 6 国 (都道府県 )補助金
ブ 固 定 資 産 売 却 代 金
8 工 事 負 担 金

的
収 9 そ の 他 - , 1

　 　　
　

　

　　　　　　　　　　　　　　
純 計 (A)-(B) (◎

収 資 1 建 設 改 良 費

　　　 　　　　　　 　 　 　 　 　 　　 　　 　　 　 　 　　 　 　 　　　　
支 的 3 他会計長期借入返還金

　　　 　　 　 　 　 　　 　　　 　　　　　 　　 　　 　　　　 　　 　　　 　
慶事繭』鬼&額が瀧本的蓑鵡額に (E》 盟乳憾$ 護鼠謝駿 盟瀞諸醸 俄,7轍 檀農園 T遊離 黛,鰯盟 竃鼻轍 も蝶雛 亀連勝, 嚢,鞭轟
　　　　　 　　　　
補 11 損 益 勘 定 留 保 資 金 13815 16142 13929 13929 穣総 9 17184 23501 34鰯 8 471鰯 鱗鰯 8 72鰯 犠

填 1
喜 毅
益
越
剰
字 亀 ず 璽

1鯛 14673 曜 o 鑓367 綿359 51鱒 6 61'613 71'753 醐 曹 5矧 IQ曹園

源
i4
そ の 他 も鰯
計 (F) 29,376 3◎,815 3も769 36,296 48288 68,5鰯 85掴 4 1〇6431 128,949 筆詞 ,395 篭73769

補 填 財 源 不 足 額 (E)-(F) △ 2213 △ 2225 △ 6000 △ 17,518 △ 37鎖 4 △ 60978 △ 82362 △ IQ4952 △ 127鼻69 △ 蝿 9915 △ 謂 2289

他 会 計 借 入 金 残 高 (G)
企 業 債 灘 灘 (H) ≦ 轍も離婚 樽亀輯講 ず鎌嫌寵 5騒裟露鰯 1-- 鵠も5鴎 鮒逓増 -一 鍬窓灘 , 鰯鼻字箸萎 穆鴬織 苦讐纏 離鷺鰯

も平間 )

樋

(単位 千間)○他会計繰入金

区＼ 芽＼ミ 度
令和元年度

(決 算 )

令和2年度
決 算1
見 込」

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和IQ年度 令和11年度 令和12年蔑

収益 的収 支 分
1うち基 準 内 繰 入 金
1うち墓率外繰入金

48.354 43.000 43.000 43,000 43,000 43,0OQ 36,Q97 36,QアQ 36,070 36,069 3鰯,068

18,613 17,486 16,502 15,073 14,548 14,275 嘗414Q 嘗4圃 3 曹4斗習3 14,112 筆4,書圃

龍酵茅麟 裟侮辱i嘩 護奪熟練奪 識字濠識字 慧蒋,導瀞溝 護鴇箸龍瀞 窯雷麹瀞7 我亀癖鰯茅 避壬瀞辱ア 獅 ,瀞騒ア 劉 ,糠離署

資本 的収 支分
睡うち基 準 内 繰 入 金
勝 ち灘 準 鉢 糠 鼠-金

' テ

計
1うち 基 準 内 繰 入 金
隔 ち 纂 準 界 轍…逸-*

48.354 4t3.000 43,000 43,000 43,OQO 43,000 36,097 36,070 36,070 36,069 36,Q68

18,613 17.486 16,502r 15,073 14,548 14,275 せ4ヰ4Q 筆4,詞 3 14,飼 3 14,1IZ 闘暑ヰ嗣

恋亀74筆 裟鰍辱14 護儀4鰹奪 識字.鞍窯ア 盤聾過鯵漣 議鵠誹鵠瀞 窯筆趣蝉7 鰹 ,癖辱才 謝 ,瀞鰯字 飼灘蕎茅 憲亀灘鰹罫界

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、一定の条件で試算したものである。 Iァ



濃資楓耕駿計画
　　　　　　

様式第2号(法適用企業畷収益的収支)

下水道事業
(単位 平岡,%)

. 不＼‐i＼三＼雷酢覆2雪舗雌舗噸舗鴎舗噸舗麟舗麟舗麟綱岬鰯附轍榊麟
1 営 業 収 益 (A) 220,313 223,529 2雑魚57 274392 275857 306765 308328 339遍繊 341756 3嫌燈91 3455 63

収 (1) 料 金 収 入 鰯66 54 190107 191β07 242038 243984 275鋼 2 2ァ73鍵 3Q9288 311475 313遍樹 315869
(2) 受 託 工 事 収 益 (B)

収益〆)営そ 業 搾 収 墓 連覇8 ,跳躍 義孝琶繋 駕;靴 墨琵琶 澄も:豪 語;開 講藁; ,慧覇も 護憲 翻鑓
的 (i) 補 助 金 5協調 5 508959 5i1β32 46503ァ 458524 436501412,161 374294 363370 363817 362287

H也 会 計 補 助 金 507鯉 6 508959 5愉鷺 2 463537 457024 嫌ァ501 4樽篤 1 372フ94 鋪 1逓70 36231 7 3532 87
収 1そ の 他 補 助 金 5889 1500 1500 鵜飼 9Poo ISOO T500 1500 15鶴 飼 OD

益入 選≧畢 期 前 募 金 戻 金 239璽 24o堺 24o,oテg 鯉珊 24o珊 239瑠 23珊 鱈珊 2総珊 23珊 239,瑠
璃
- =----

凶
--( て
計 総 )

=
鰯鼠澱識

ー
,
▼〕ー
附議豊灘 -

…
三 薄謬、蝋甑豊 -- .餅瀞灘擬 静聴 ,蟻離日 聾擬窯鯛キ ー繁静建犠 . 瀞奪我嗣麟 麟糾 ,鰯瀞 聾癖 ,傷箸 鯛ァ鼻鱗

1 営 業 費 用 796408 797447 812917 8i1504 801,935 8241Q4 807,017 800,937 793937 817,157 8鰹籍鰯

的
収 の 職 員 給

本
与
零

81766 81766 81,766 81,766 81,766 81,766 81,766 81,766 整え『寛 謡えず零 霊墨守慧
1纂 33,414 33,414 33,414 33,414 33,41433414 33,414 33414
1退 職 給 付 費 7786 7,786 7,786 1786 7786 7786 プア86 7786 7鷺 6 7786 778鑓

益◎経 1そ の 墓 詣豊麗 謝審 議麗写 議運露 骨g長駆 ,能登露 骨雛露 骨聯 繊麗写 議運露写違憲
収 的

動 力
饗

3328 3・328 3,328 3,328 3,328 3・328 3328 3,328 3,328 3'328 3328
修 繕 9,873 10,龍 1 12071 18,571 12,071 ¥2071 18,571 1Z7071 離籍7曹 離籍71 12趣7墓

ね . 亀 墓 驚 怖6鰍 ・晒 す総,鵬 鱒鵬 1鱒燃 せ曜 157,欄 蹴 8 醐 靴墨 霊園
価 卸 544,757 546,954 546,824 546,911 546,842 545,511 545,424 545,644 545,644

支 2‐ 営 業 外 費 用 129,7博 95,153 87,921 81r538 75,709 70鼻13 6594561 ▼591 58267 55130 鯛鎚 9

出塁ョ奉 払の利 鬼 g雑駁 電器 才巷駕 篭鰯 欄8 『g名義 電離琶 髭;凝 キ豊麗琶ず躍るテ繋駕
蕊 滋 計 {灘} 繁劇霧 蕊鱗瀞鱗 蒋磯農搬 鰯亀鱗護 離乳斜4 鮒亀潮響 糖窯,鱗讃 縄墓瀞雄 鱗熟議轟ヰ 鰹護匙鰭 離す謝務

経 常 損 益 (C)-①) (E) 47176 80,010 75,317 8649- 96,810 88之45 86984 91188 92475 74869 86222
特 別 利 益 (F) -t i l l l l l l l
特 別 損 失 (G) 19,920 i l1 ' 1 1 1 1 1 1

聾年齢お 剥蕎損 (寛馨純爾 議す (G)樵メ ー
△
離 礁 馴 ,- -テ獅 剛 ,, ,,寿,, ,騨 鵡 翻 , 麟 , , ,,,, ,璽

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 (P 18,603 57209 34746 437757 66β74 65628 86060 113184 164魚55 198誌56
流 動 資 産 (J) i35,871 152,337 163,553 177,571 205,406 244,002 279,045 321篇 6 374,222 429,137 494,893

袴 ち 未 収 金 37遍93 37,355 37355 37355 37,355 37355 37355 37,355 37註55 37355 37355
流 動 負 債 (K) 385,568 395348 387852 385フ22 373248 369204 366937 3557654 348584 338351 328之84

1うち 建 設 改 良 費 分 342,i98 347883 340387 33曜 57 325783 321740 319472 308189 3011博 識Q逓86 280鰯 9
勝 ち 一 時 借 入 金
B ち 未 払 金 34016 38,111 3Bill 総画 1 38111 381目 38111 381詞 38111 38111 38篇 曹

累 積 欠 損 金 比 率 (
岱 為

Xmo) 34,鰯 34,鮒 綿 ,鰯 綿 ,鰐 3蜘 34,02- 34,022 34023 34,024 34γ◎25 34'026

ぎ 財政茎宏施そテ令の第瞭 壕.歎 営算定嶺 (L)
営 業 収 益 一 受 託 工 事 収 益 (A)-鰹) (M) 220313 223529 224457 274392 275,857 306,765 308328 339869 341フ56 343β鱈 3457563

地 方 財 政 法 に よ る ((L)/(M) ×-00)
資 金 不 足 の 比 率

饗全化ま塾施行令の第 16条不により足算定嶺 (N)

雛全著法茅ぞ善書蝿登第6罫 i条規轟ず畠(o)
筆全ずヒ法業施行令第ふ7条に蕩 算定嶺 (◎

健全化法第22条により算定した ((N)/炉)x,oo)
資 金 不 足 比 率

平岡 ,%)

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、一定の条件で試算Lたものである。 醒



様式第2号 (法適用企業図収益的収支)

下水道事業
機凝圃賭鹸計画
　　　　　　

＼＼年＼
＼＼＼
度
ミ＼
前々 年度 伽 年度

(単位キ純)

区 分 (決 算 )
壇 塞
〕 令和3年度 令和4年度 令栂 年度 令和6年度 令和7年度 舗 8年度 舗 9年度 令和1晦 慮 令奉m 年度 令榊 2年度

1 企 業 債 縄 9B Do lllr200 240之00 229r700 222700 230ア00 204200 356200 353100 2120◎0 2062◎⑪
匿うち資本費平準化債

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　　 　　 　 　 　 　 　　　　　 　　　　 　
本 4 他 会 計 負 担 金
5. 他 会 計 借 入 金

本 的 字 冨遷都資轄 裏)# 濯 82蔓 67'oo? "1・50? "6'oo『 IQ9'oo
『
109'50
『
90'50
『
242'50
『
239'40
『
83r3◎
『
85・
『

8 工 事 負 担 金

的
収 9 そ

計
の 他 243 75 15953 15953 15惑溺 15953 15953 15953 怖湾53 15惑溺 鯵鯵灘 謡慧鎚

嫌) 郷亀鱗1 凝戦機4 隷鞠鼻鞭 瀞謙瀞鱗 緋酵瀞難… 鱒亀轍麹 擬慧鰯鞭 競豊艶繋 灘嫌き鱈ご 灘蟻騨識1 護憲鱗鼻

　　　　　　　　　　　
収

純 計 (A)-(B) (C) 271鳥飼 209154 380472 373502 359502 368002 322502 626502 619302 3協逓◎2 3璽鱒34

資 1‐建 設 改 良 費 308逓繋 243359 406359 4怖鐙諺 399859 402059 36せき鰯 666709 6耐燈09 347F409 3鰯謎鰯

勝 ち 職 員 給 与 費 4岬 49 4oi49 4oi49 40149 4Q149 40149 40149 40149 40149 40149 嫌煙 ◎
本 2 企 業 債 償 還 金 324925 342200 347884 340388 338芝59 325499 3-99-9 3-6943 306487 299973 290473
支 的 3 他会計長期借入返還金
支 4 他 会 計 へ の 支 出金

　
　 　

　
　
　　 　 　　 　　　　　　 　　 　 　　 　　 　 　　　 　 　　 　　　 　 　　 　　 　 　　　

資本静躍み灘が資奉納嚢畿轍ご 鱒 鰯 ,瞬ぎ 蹴鰯 隷耀謬亀 * 闘 隷識筆犠 馨熱誠聾 *- 鞭期声, 蝋 鰯 雛優嗣 ,
▼
三 輪不羅する瀕 機HG)

補 『 損 益 勘 定 留 保 資 金 305492 382199 325020 295726 306788 309290 306109 326β59 338篇 4 384-24
-
編纂 露

填 2 利 益 剰 余 金 処 分 額 32f256 99380 -63鷺54 211鷺嶺 220y925 243135 278350 29718633340 穣 鑓 2202 409鰯 8
3, 繰 越 工 事 資 金
4 そ の 他 目9954 9413 13126 2103 6179 1籍QO Z逓鰹

源
8 (F) 457,7o2 48-,579 497,487 506,777 540,839 559,528 584,459 630,224 672,312707,926 776,鱒瀞

補 填 財 源 不 足 額 (E)-(F) △ 95β74 △ 105,“ 4 △ 123716 △ 123232 △ 162223 △ 199972 △ 225733 △ 273074 △ 324118 △ 380346 △ 448ro89
他 会 計 借 入 金 残 高 (G)
企 灘 樵 残 高 州) 鰯溝簿熟議 嶺癖蝉遊離言 4遊離,網霊 魂樽嶺蛸雛 鼻馨綿.ァ雛 ヰ,導戦機-- 4謹撰,縄麹 鋒溝鞭,鯛零 4溝餅薄輪 4,鰯亀瀞雛 4,鯖亀綿轟

0他会計繰入金 (単位 平間)

区＼ 冴＼年 度 前 年々度

(決 算 )

令和2年度
決 算 1
見 込」

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和 IQ年度 令和11年度 令和12年度

収 益 的収 支 分
!うち基 準 内 繰 入 金
袴ち轟率外縁入金

541,483 542,379 542,980 495,889 488,895 458,852 44筆,6菅8 403,373 392149 392,325 382,979
346,024 331,965 341,179 33Q35 筆 312,112 328,455 303,847 296,902 284,161 295,335 282,09g

細謡鋒5響 艶蕪蛾鋒 定創建耐 1軽5,辱識務 謬蟻,ア毒瀞 嶋豊隷麟7 想謬字、罫罫1 警灘蜂,4縄 1灘亨灘壕壕 糠麟溝聾轟 1鍵鷹灘雛暮
資本 的収 支 分
轟うち基 準 内 繰 入 金
橿ち纂牽静擬入金

15,000 15,000 12,818 11,848 ",848 11,848 11,848 li,848 IQ,848 8,548 5,ア80

7,932 10,740 7,818 6,848 6,848 6,848 6,848 6,848 5,848 3,548 780
霊壌轟幕 鼻望韓鵬 5,棚 辱,鵡轟犠 甑磯犠壌 讐鷺繊聾 風潮 豊轟鑓壌 辱,醜轟壌 瀞鰯欝 騨,鰯

計
iうち基 準 内 繰 入 金
惨 ち 纂 準…蝉…搬 入 翁

556,483 557,379 555,798 507,737 500,743 470,700 453,466 4曹5,22筆 402,997 400,873 388,759
353,956 342,705 348,997 337,19g 318,960 335,303 310.695 303750 290.00g 298.883 282,879
霊轟芝群讃ア 譲調』蟻74 裟鍵盤繍橡I 寵鰍聾壊 1聾ず誹議鵠 繍鰐講瀞茅 響4識字掴 謡亀霧騨菅 謡露鯵灘鯵 謝樹 .麟灘灘 亀漉鰍繍轍饗

※上記の数値は、将来の経営状況を概観するために、蜘定の条件で試算したものである。鯵



投資・財政計画における料金収入等

309,288 315,869
275,412

千円

3D0,000
202,527 242,038

186,654

- ′ " ー -
　　

　

、
- - ,. ・ 105,880
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・・・・・
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86,222

e・ 27,256

R2 R3 R4 R5 R6 Rア R8 R9RIO RII RT2

料金収入 ・・* ・当年度純利益 - - 基準外繰入金

※上記のグラフの値は、将来の経営状況を概観するために、一定の条件で試算した
もの (公共下水道事業及び農業集落排水事業の合算) である。
1)料金収入は、経費回収率 100%の目標に対し、令和 5年、 7年、 9年度を80%、 90%、
100%で試算
2)当年度純利益は、今後の投資のための内部留保になるものであり、運転資金不
足が生じないよう、余剰金が残るように基準外繰入金を設定
3)基準外繰入金については、料金改定の試算により、計画期間中に48%程度の減
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